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研究内容 

頂点集合と呼ばれる有限集合と辺集合と呼ばれ
る頂点集合の２元部分集合からなる組であるグラ
フについて研究を行っている。 

 
［１］グラフの部分構造と不変量についての研究 
ハミルトン閉路が存在するため十分条件として、

Ore 条件と呼ばれるグラフの位数に関する次数和条
件とChvatal-Erdos条件と呼ばれるグラフの連結度
と独立数の関係式が有名である。これら２つの条件
に対して、Ore条件を満たすグラフはChvatal-Erdos
条件を満たすことが示されている。つまり、Ore 条
件は Chvatal-Erdos条件より強い条件となっている。
このことより、Ore 条件より弱い次数和条件を得よ
うとする研究が盛んに行われている。 
 

・連結度より大きい頂点数の任意の独立集合内の２
頂点次数和の最大値と位数の関係式がハミルトン
閉路の存在を保証することを示した。 
・ハミルトン閉路の一般化である部分構造（閉路や
木構造）に対して、同様の次数和条件が存在するこ
とを示した。 
・ハミルトン閉路が存在するためのグラフの位数と
連結度と独立数に関する次数和条件を得た。 
・指定された頂点を通る閉路と最長閉路の長さに関
して、３連結グラフまでは同じ規則性があることを
示した。４連結以上のグラフに関しては今後の課題
である。 
・Ore 条件を満たすグラフは Moon&Moser 条件より少
し弱い条件を満たす2部グラフを部分構造として持
つことを示した。 
・指定された頂点集合の頂点をちょうど１頂点ずつ
含む閉路でグラフを分割するための次数和条件を
与えた。 
 
［２］幾何的なグラフに関する研究 
平曲面上の点を頂点とし、それらを結ぶ曲線分を

辺とするグラフを対象にした位相幾何学的グラフ
理論と呼ばれる研究がある。特に、辺が直線分であ
るものを幾何グラフと呼ばれる。頂点重み付き幾何
グラフを重みが等しい自己交差のない 2 本の道に
よって、頂点分割することを考える。そのとき、２
本の道の辺の交差数を高々１にすることができる
ことを示した。この結果を得るために、数列に関す
る結果を得た。それは、無作為に与えられた数列は
高々1度の数字の交換で均等分割することができる
というものであり、この研究自体、とても興味深い

ものとなっている。 
 
［３］グラフの数え上げの研究 
同型でないグラフの個数を数えるという研究は

盛んに行われている。例えば、自己補グラフの個数
に関する母関数など様々なクラスのグラフの個数
に関する母関数が得られている。連結グラフで、そ
の補グラフも連結グラフとなるものの個数に関す
る母関数が簡単に求まる。連結度１のグラフで、そ
の補グラフが非連結であるもの、連結度１のグラフ
で、その補グラフも連結度１であるものの特徴付け
をすることで、それらの個数に関する母関数を求め
ることに成功した。この結果を使って、２連結グラ
フで、その補グラフも２連結グラフとなるものの個
数に関する母関数も求めることができる。さらに、
連結度１のグラフで、その補グラフも連結度１であ
るもの特徴付けを観察することで、頂点数 n（≧8）
の連結度 1 の自己補グラフの個数は、頂点数 n－4
の自己補グラフの個数に等しいことがわかる。 
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